
「川岸学園構想」に基づき、川岸小学校と岡谷西部中学校を接続し、施設一体型の義務教育学校への
移行を図るとともに、「岡谷市保育園整備計画中期計画」で方針決定した校地内に公立幼保連携型認定
こども園の併設による幼児期から義務教育期までが切れ目なくつながる新たな環境づくりの推進に向け、施設
整備等に関わる基本的な方針について、「川岸学園整備基本計画」としてまとめました。

岡谷市川岸学園整備基本計画【概要版】

川岸学園整備基本計画策定にあって

学校施設（川岸小学校、岡谷西部中学校）

保育等施設（認定こども園）

◆川岸小学校については、既存教室棟の長寿命化大規模改修を基本とします。

◆利用教室の再編等により、学校施設の総量の抑制を図り、減築を実施します。

◆小中学校間を渡り廊下で接続し、施設一体型義務教育学校の施設条件を満たす環境を整えます。

◆小中学校の共同給食調理室と園校間連携のための地域交流スペースを新たに整備する。

◆学童クラブは整備後の校舎に移設し、専用玄関と駐車場の整備を行う。

◆併設の認定こども園と建物をつなぎ、給食搬送用ダムウェーダーを兼ねた共用エレベータを整備する。

◆昇降口前等の外構は、学校関係者用に駐車場を確保し、安全な利用に配慮した環境を整備する。

◆既存校舎（教室棟西）を解体し、跡地に新園舎を新築します。

◆川岸保育園の「子育て支援センター(ぱんだぐみ)」を移設するほか、一時保育室を配置します。

◆園舎内にこども園専用の給食調理室を整備します。

◆新園舎は２階建とし、バリアフリー対応や給食搬送のため、学校と共用のエレベータを整備します。

◆園庭は校庭の使用に支障がないよう約1000㎡程度確保し、一部芝生化を検討します。

◆保護者送迎用駐車場は、登下校する児童の動線や安全に配慮し、約30台分を確保します。

校舎・園舎整備の基本方針

認定子ども園 義務教育学校

０～５歳児 小１～中３

整備後 園校併設

＜本計画が目指す施設整備の姿＞

施設配置計画（案）として、
新設となるこども園は小学校
建物と校庭間に配置し、現小学
校の校庭利用に支障のないよう
に園庭を配置します。【ピンク色】
小中学校間を接続する渡り廊
下を設け、小中学校共同の給食
調理室と世代間交流等を行いや
すい多目的室等の設置を検討し
ます。
なお、渡り廊下の接続位置は
山側に配置することを基本に検
討します。

川岸学園設立準備室
令和６年2月

新しい環境づくり
（施設整備）

施設配置計画の想定



義務教育学校の開校、こども園の開園時期は、現時点における見込みとして、令和９(2027)年４月
をめざすこととし、令和６年度は測量等の調査業務及び設計業務に着手します。

令和６年度より開校、開園に向けた運営計画等の策定を進めるため、関係者等で構成する設立準備委
員会と専門部会等を設け、個別に検討を進めます。なお、川岸学園としている名称は開校までに決定します。

（義務教育学校）
長寿命化大規模改修による施設整備と校舎
の減築に合わせ、学校運営に必要な教室数を
確保し、集約化を図り、配置の効率性を高める
計画とします。

（認定こども園）
既存の園舎を参考に、新園舎で想定している
建物面積、見込まれるクラス数、諸室等を 踏
まえ、施設基準を満たした２階建ての建物とし
て、仮に配置したイメージになります。（右図）

義務教育学校も認定こども園も実際の建物
や配置について、今後の設計作業の中で詳細
を決定していきます。

全体の事業費は国土交通省が示す最新
の建築単価及び市内公共施設の同種の整
備実績等を参考に、現時点における目安と
して、右記のとおり、目標額を設定します。
ただし、建築資材の高騰等の不確定要素
があるため、今後変動する可能性があります。

施設の種類 目標とする事業費 備 考

学校施設整備 約30億円以内
設計料、仮設

費等含む

認定こども園整備 約7億円以内 新築整備一式

概算事業費の想定

事業スケジュール（目安）について

今後の進め方

各諸室の配置想定

＜新園舎の配置想定（イメージ図＞

こども園１階

こども園２階

既存校舎エリア


